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て
青
山
台
自
治
会
が
、
報
告
を
行
い
ま
し

た
。

　

報
告
で
は
、「
カ
ラ
ス
に
よ
る
生
ご
み
被

害
に
悩
ま
さ
れ
、
自
分
た
ち
の
手
で
カ
ラ
ス

ネ
ッ
ト
を
作
成
で
き
な
い
か
と
検
討
し
た
結

果
、
市
販
の
カ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
よ
り
安
く
、
耐

久
性
に
優
れ
て
い
る
も
の
が
製
作
で
き
た
。

ま
た
、
高
さ
を
低
く
し
た
こ
と
で
回
収
業
者
が
取
り
出
し
や

す
く
な
っ
た
。
現
在
の
と
ろ
ろ
、
カ
ラ
ス
の
防
御
は
完
璧
に

で
き
る
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
改
良
の
余
地
が
あ
り
、
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
次
回
製
品
を
作
っ
て
い
き
た
い
。」
と
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
有
里
町
自
治
会
か
ら
「
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
ご
み

分
別
の
取
組
活
動
」
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

報
告
で
は
、「
昨
年
八
月
か
ら
、
廃
品
回
収
に
加
え
て
、

ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
の
回
収
に
取
り
組
み
始
め
た
。
分
別

の
種
類
が
増
え
る
こ
と
は
た
い
へ
ん
だ
が
、
回
収
物
が
何
ら

か
の
資
源
と
な
り
、
ご
み
の
減
量
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。
回
収
量
は
、
毎
月
増
え
て
き
て
い
て
、
今
で
は
ミ
ッ
ク

ス
ペ
ー
パ
ー
を
集

め
る
こ
と
が
楽
し

く
な
っ
て
き
た
。」

と
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
市
環

境
事
業
課
、
市
民

自
治
部
会
、
防
災

部
会
か
ら
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

多
数
の
自
治
会

長
の
参
加
を
い
た

だ
き
、
各
自
治
会

間
の
情
報
交
換
、

情
報
共
有
の
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
度
生
駒
市
自
治
連
合
会
第
二
回
全
体
集
会

を
一
月
二
十
五
日
、
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー

ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

自
治
連
合
会
で
は
、「
地
域
力
の
向
上
に
向
け
て
」
を
大

き
な
テ
ー
マ
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、「
ご

み
の
減
量
化
」
を
目
標
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
が
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

今
回
の
全
体
集
会
で
は
、
そ
れ
ら
の
活
動
の
報
告
を
行
い

ま
し
た
。
最
初
に
、「
地
域
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
補
助

金
制
度
」
に
採
択
さ
れ
た
「
カ
ラ
ス
と
戦
う
住
民
」
と
題
し

地
域
力
の
向
上
に
向
け
て

平
成
二
十
三
年
度

第
二
回
生
駒
市
自
治
連
合
会
全
体
集
会
を
開
催

～
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
ご
み
を
再
資
源
化
し
ま
し
ょ
う
～
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北
地
区
自
治
連
合
会
は
、
平
成

二
十
三
年
十
一
月
十
四
日
に
静
岡
県

菊
川
市
を
訪
れ
、
同
市
の
自
治
組

織
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

菊
川
市
は
、
県
の
中
西
部
に
位

置
し
、
南
は
御
前
崎
、
浜
岡
、
東

は
日
本
一
の
大
茶
園
で
あ
る
牧
の

原
台
地
が
広
が
る
温
暖
な
地
域
で

す
。
人
口
は
約
四
万
六
千
人
で
生

駒
市
の
約
三
分
の
一
。
財
政
規
模

約
二
百
七
十
四
億
で
生
駒
市
の
約

二
分
の
一
。
人
口
の
割
に
財
政
規

模
の
大
き
な
市
で
す
。

　

生
駒
市
と
異
な
る
点
は
、
平
成

十
七
年
に
二
つ
の
町
が
合
併
し
て

で
き
た
市
で
あ
る
こ
と
で
、
そ
の

経
緯
も
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
の
仕
組
み
と
し
て
、
合
併
後
直

ち
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
」
の
設
立
を
推

進
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
」
と
は
図
の
よ
う

な
組
織
で
、
複
数
の
自

治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
供

会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
防

犯
協
会
等
か
ら
委
員

が
出
て
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
市
を
十
二
の
エ

リ
ア
（
平
均
千
世
帯
）
に
分
け
、

ホ
ー
ル
や
会
議
室
、
料
理
教
室
も

で
き
る
厨
房
な
ど
を
備
え
た
中
規

模
の
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
に

市
の
嘱
託
職
員
と
し
て
常
駐
の
事

務
局
長
を
一
名
派
遣
し
、
管
理
運

営
、
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
の
ま
と
め
役
、

事
務
全
般
の
推
進
を
し
て
い
る
こ

と
が
最
大
の
特
徴
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
は
、
単
一
自
治
会
が

担
っ
て
い
た
行
事
、
イ
ベ
ン
ト
類

を
担
い
、
自
治
会
の
負
担
を
減
ら

し
、
自
治
会
が
防
犯
・
防
災
等
の

固
有
の
課
題
に
集
中
で
き
る
よ
う

役
割
分
担
し
て
い
ま
す
。
方
向
性

は
、
生
駒
市
が
目
指
す
市
民
自
治

協
議
会
と
本
質
的
に
は
同
じ
で
す

が
、
活
動
拠
点
と
な

る
セ
ン
タ
ー
が
ま
ず

建
設
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
、
事
務
局
員
が

常
駐
し
て
い
る
こ
と

が
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
実

現
に
大
き
く
寄
与
し

て
い
る
こ
と
を
実
感

し
た
研
修
で
あ
り
ま

し
た
。

真
弓
一
丁
目
自
治
会
会
長
　
金
子
　
秀
樹

光
陽
台
自
治
会
会
長
　
光
家
　
清
則

菊
川
市
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
」
を

視
察
し
て

四
日
市
市
の「
災
害
時
要
援
護
者
支
援
活
動
」

状
況
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
三
年
十
月
六
日
、
西

地
区
自
治
連
合
会
は
視
察
研
修

と
し
て
、
三
重
県
四
日
市
市
を
訪

れ
、「
災
害
時
要
援
護
者
支
援
活

動
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
市
か

ら
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
地

元
自
治
連
合
会
の
方
々
と
意
見
交

換
し
ま
し
た
。

一
、
取
り
組
み
と
現
状

　

平
成
十
六
年
度
か
ら
協
議
を
始

め
、
平
成
十
八
年
度
に
要
綱
を
制

定
し
、
地
域
活
動
と
し
て
取
り
組

み
始
め
た
。

　

平
成
二
十
年
一
月
現
在
、
対
象

者
は
約
三
万
六
千
人
、
う
ち
同
意

者
約
一
万
六
千
人
、
そ
の
う
ち
約

一
万
三
千
人
の
要
援
護
者
台
帳
を

作
成
し
て
い
る
。

二
、　
要
援
護
者
支
援
活
動

　

四
日
市
市
は
六
十
五
歳
以
上
の

高
齢
者
の
み
の
世
帯
に
つ
い
て
、

民
生
・
児
童
委
員
に
情
報
を
提
供

し
、
民
生
・
児
童
委
員
が
各
家
庭

を
訪
問
（
障
が
い
者
の
方
は
市
か

ら
郵
送
）、
支
援
を
必
要
と
す
る

方
の
登
録
同
意
を
得
て
い
る
。

　

自
治
会
等
は
、
市
で
作
成
し
た

登
録
同
意
書
リ
ス
ト
の
提
供
を
受

け
、
避
難
支
援
者
を
選
定
し
、
要

援
護
者
台
帳
を
作
成
し
て
い
る
。

三
、
今
後
の
課
題

　

取
り
組
み
が
進
ま
な
い
地
区
が

あ
り
、
支
援
が
必
要
。
ま
た
、
要

援
護
者
は
同
意
し
て
い
る
が
支
援

者
が
見
つ
か
ら
な
い
等
の
課
題
も

生
じ
て
い
る
。

　

生
駒
市
で
は
、
昨
年
か
ら
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
実
施
し
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
今
後
、
こ
の
よ
う
な

状
況
が
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
取
り
組

み
姿
勢
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と

思
わ
れ
る
。

コミュニティ協議会

地区住民 単位自治会

ボランティア
団体

環境衛生委員

防災委員
生涯
学習委員P T A子供会

健康づくり
推進委員

老人クラブ

体育
指導委員

スポーツ委員

四日市市自治連合会の方々と意見交換
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西
旭
ヶ
丘
自
治
会
会
長
　
西
森
　
義
光

中
菜
畑
二
丁
目
自
治
会
会
長
　
藤
澤
　
清
二

東
北
被
災
地（
陸
前
高
田
市
、一
関
市
）訪
問

富
山
市
エ
コ
タ
ウ
ン
を
視
察
し
て

　

今
年
度
の
県
外
研
修
は
、
東
北

被
災
地
を
訪
れ
ま
し
た
。
訪
問
す

る
に
あ
た
り
、
昨
年
九
月
二
日
、

中
地
区
自
治
連
合
会
と
し
て
生
駒

駅
前
で
義
援
募
金
を
訴
え
、
み

な
さ
ん
の
暖
か
い
ご
支
援
を
頂
き

ま
し
た
。「
被
災
地
か
ら
避
難
し

て
き
ま
し
た
」
と
い
う
親
子
連
れ

の
子
ど
も
さ
ん
か
ら
も
募
金
を
い

た
だ
き
、「
私
達
も
頑
張
り
ま
す
」

と
の
出
会
い
も
あ
り
ま
し
た
。

　

九
月
十
六
日
、
仙
台
空
港
到

着
後
、
陸
前
高
田
市
に
向
か
い
ま

し
た
。
市
役
所
に
到
着
、
仮
設

事
務
所
で
し
た
。
多
忙
な
中
、
戸

羽
市
長
の
出
迎
え
を
受
け
、
会
議

室
で
市
長
自
ら
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。「
復
興
に
向
け
歩
み
だ
す

も
、
二
百
六
十
名
の
職
員
の
う
ち

二
十
五
％
の
職
員
を
亡
く
し
ま
し

た
。
し
か
も
多
く
の
管
理
職
、
中

堅
職
員
を
。
し
か
し
留
ま
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
名
古
屋
市
か
ら

三
十
三
名
の
応
援
を
受
け
、
復
興

に
向
け
て
全
員
で
頑
張
っ
て
い
ま

す
。」
と
の
お
話
で
し
た
。

　

翌
十
七
日
、
一
関
市
消
防
本
部

で
研
修
し
ま
し
た
。
本
部
建
物
が

被
災
で
危
険
と
の
事
で
、
市
役
所

会
議
室
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

地
震
に
よ
る
被
害
は
あ
っ
た
が
津

波
に
よ
る
被
害
は
な
く
、
沿
岸
被

災
地
の
後
方
支
援
基
地
と
し
て
活

動
を
さ
れ
ま
し
た
。
災
害
発
生
時

に
は
自
助
・
共
助
・
公
助
の
大
切

さ
を
強
調
さ
れ
、
地
震
発
生
時
に

は
、
被
災
地
の
消
防
署
員
が
水
門

の
状
況
確
認
に
行
き
、
波
に
の
ま

れ
た
悲
し
い
話
も
あ
り
ま
し
た
。

　

帰
路
に
名
取
市
（
閖
上
地
区
）

へ
寄
り
、
神
社
跡
（
高
さ
五
ｍ
）

に
登
り
周
囲
を
見
渡
し
ま
し
た
。

見
え
る
の
は
、
雑
草
の
中
に
あ
る

建
物
の
基
礎
、
瓦
礫
の
山
、
三
階

建
て
の
無
人
の
建
物
、
そ
し
て
遠

く
に
瓦
礫
の
山
か
ら
白
煙
が
立
ち

上
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。
帰
路

仙
台
空
港
に
は
、
津
波
到
達
高
さ

三
・
〇
二
ｍ
の
表
示
、
下
に
は
「
が

ん
ば
ろ
う
ニ
ッ
ポ
ン
」
の
寄
せ
書

き
が
印
象
的
で
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
一

日
か
ら
二
日
間
、
富
山
市
を
訪

れ
、
エ
コ
タ
ウ
ン
産
業
団
地
内
の

推
進
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
各
施
設

と
事
業
内
容
の
説
明
を
受
け
た
。

施
設
の
事
業
分
野
で
は
、
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
、
木
質
系
廃
棄
物
リ
サ

イ
ク
ル
、
生
ご
み
及
び
剪
定
枝
の

リ
サ
イ
ク
ル
、
自
動
車
リ
サ
イ
ク

ル
施
設
、
難
処
理
繊
維
及
び
混
合

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
施

設
、
廃
合
成
ゴ
ム
リ
サ
イ
ク
ル
、

廃
食
用
油
リ
サ
イ
ク
ル
、
廃
棄
物

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
七
施
設
で

各
地
域
内
循
環
を
優
先
し
た
「
資

源
循
環
施
設
の
拠
点
整
備
」
を
図

り
、
人
と
環

境
に
や
さ
し
い

都
市
富
山
市
を

目
指
し
て
い
る

（
富
山
市
の
人

口
は
四
十
二
万

人
）。

　

環
境
情
報

の
公
開
、
行

政
、
市
民
、
事

業
者
が
一
体
と

な
っ
て
「
循
環

型
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
押
し
す

す
め
て
、
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

構
想
を
進
め
て
い
る
。「
家
庭
ご

み
、
廃
棄
物
削
減
、
環
境
リ
サ
イ

ク
ル
、
産
業
廃
棄
物
等
」、
富
山

市
で
は
、
市
民
の
リ
サ
イ
ク
ル
意

識
を
高
め
て
、
地
域
ぐ
る
み
の
減

量
化
、
再
生
品
の
利
用
、
ご
み
減

量
、
資
源
ご
み
の
再
利
用
を
進
め

て
い
る
。
生
駒
市
も
平
成
二
十
三

年
十
月
一
日
よ
り
分
別
収
集
に
移

行
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
研
修
会

で
の
内
容
を
地
域
活
動
に
活
か
し

ご
み
を
減
量
し
、
環
境
に
や
さ
し

い
ま
ち
、
地
域
に
で
き
る
事
を
啓

発
し
て
い
き
た
い
。

難処理繊維及び混合廃プラ
スチックリサイクル事業

㈱エコ・マインド

平成18年3月稼働

自動車リサイクル事業

日本オートリサイクル㈱

平成15年8月稼働

ハイブリッド型廃プラスチック
リサイクル事業
㈱プリテック

平成15年4月稼働

生ごみ及び剪定枝の
リサイクル事業

富山グリーンフードリサイクル㈱
平成15年4月稼働

第1期事業

第2期事業

廃棄物エネルギー
リサイクル事業

石崎産業㈱環境事業本部
エネルギーセンター

平成22年10月稼働

木質系廃棄物リサイクル事業

アイオーティカーボン㈱

平成15年4月稼働

廃食用油リサイクル施設
富山BDF㈱

平成19年3月稼働

（廃合成ゴムリサイクル事業）

富山市エコタウン
交流推進センター

エコタウン全体図

戸羽陸前高田市長と意見交換
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イ
ト
ー
ピ
ア
生
駒
フ
ァ
イ
ン
コ
ー
ト
自
治
会
会
長
　
今
井
　
信
江

関
西
電
力
美
浜
発
電
所（
美
浜
原
子
力
Ｐ
Ｒ

セ
ン
タ
ー
）を
視
察
し
て

　

十
月
二
十
二
日
、
あ
い
に
く
の

天
候
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
関
西

電
力
美
浜
発
電
所
（
美
浜
原
子
力

Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
）
と
科
学
館
ア
ク

ア
ト
ム
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
後
、
原
子
力
発

電
の
是
非
が
問
わ
れ
る
中
、
知
ら

さ
れ
て
い
な
い
怖
さ
、
知
ら
な
い

怖
さ
を
知
り
、
難
し
い
問
題
で
は

あ
り
ま
す
が
一
人
ひ
と
り
が
正
し

い
知
識
を
持
つ
こ
と
か
ら
始
め
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ど
こ
ま
で
や
れ
ば
万
全
と
言
え

る
の
か
誰
に
も
明
確
な
答
え
は

出
せ
な
い
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
こ

そ
、
対
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

美
浜
発
電
所
は
、
三
基
の
加
圧

水
型
軽
水
炉
を
持
ち
、
総
出
力

は
百
六
十
六
万
六
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト

で
、
年
間
発
電
量
は
滋
賀
県
の
年

間
消
費
量
に
相
当
し
ま
す
。

　

事
故
対
策
に
つ
い
て
は
、
安
全

性
向
上
、
設
備
機
能
維
持
に
向

け
、
迅
速
か
つ
明
確
な
自
助
努
力

を
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。

　

ア
ク
ア
ト
ム
は
、
日
本
電
子
力

研
究
開
発
機
構
が
運
営
す
る
参

加
体
験
型
科
学
館
で
、
こ
こ
で

の
見
所
は
ア
ク
ア
ト
ム
ボ
ー
ル
タ

ワ
ー
、
高
さ
十
二
ｍ
の
シ
ン
ボ
ル

タ
ワ
ー
の
な
か
を
ボ
ー
ル
が
落
下

す
る
こ
と
で
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

起
こ
し
、
色
々
な
物
を
動
か
す
動

作
を
表
現
し
た
も
の
で
し
た
。

　

当
日
も
多
く
の
小
学
生
が
来
館

し
、
身
近
で
科
学
に
接
す
る
場
と

し
て
興
味
を
も
っ
て
利
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

展
望
台
か
ら
見
た
美
浜
町
は
、

子
ど
も
の
頃
、
父
に
連
れ
ら
れ
て

来
た
時
と
同
じ
美
し
い
海
と
自
然

を
今
も
変
わ
ら
ず
た
た
え
た
力
強

い
ま
ち
で
し
た
。
こ
の
美
し
い
海

と
自
然
が
永
遠
に
続
く
こ
と
を
望

ま
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

昨
年
九
月
か
ら
十
一
月
に
か
け

て
、
地
区
ご
と
に
自
治
会
長
市
政

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

研
修
会
は
、
地
域
の
代
表
で
あ
る

自
治
会
長
・
自
治
会
役
員
が
、
市

政
へ
の
理
解
を
深
め
、
よ
り
市
民

参
加
の
推
進
を
図
る
た
め
に
開
催

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

研
修
会
で
は
、
午
前
中
市
の
事

業
・
施
策
（
景
観
計
画
、
ご
み
半

減
プ
ラ
ン
）
に
つ
い
て
担
当
者
か

ら
説
明
が
あ
り
、
午
後
は
、
市
の

公
共
施
設
（
山
崎
浄
水
場
、
清
掃

セ
ン
タ
ー
、
衛
生
処
理
場
、
高
山

竹
林
園
等
）
を
見
学
し
ま
し
た
。

生
駒
市
景
観
計
画

　

緑
豊
か
な
住
宅
都
市
に
ふ
さ
わ

し
い
質
の
高
い
景
観
形
成
に
向
け

て
、
昨
年
四
月
、
生
駒
市
景
観

計
画
が
策
定
さ
れ
、
こ
れ
を
運
用

す
る
た
め
の
生
駒
市
景
観
条
例
が

十
一
月
一
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
全
域
を
、「
自
然
景
観
区

域
」「
田
園
景
観
区
域
」「
市
街
地

景
観
区
域
」
の
三
つ
に
分
け
る
と

と
も
に
、
住
民
ど
う
し
が
協
力
し

合
い
、
良
好
な
景
観
づ
く
り
に
取

り
組
む
地
区
を
「
景
観
形
成
地

区
」
と
し
て
指
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
同
地
区
の
指
定
拡
大
を

は
じ
め
、
地
域
の
景
観
を
特
徴
付

け
て
い
る
建
造
物
や
樹
木
を
「
景

観
重
要
建
造
物
」、「
景
観
重
要
樹

木
」
と
し
て
指
定
す
る
な
ど
、
基

本
目
標
で
あ
る
「
自
然
と
都
市
が

調
和
し
た
景
観
ま
ち
づ
く
り
」
の

取
組
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

ご
み
半
減
プ
ラ
ン

　

生
駒
市
で
は
、
平
成
三
十
二
年

度
ま
で
の
十
年
間
で
、
市
の
焼
却

ご
み
を
半
減
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
プ
ラ
ン

を
実
現
す
る
た
め
に
七
つ
の
施
策

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

①�

も
っ
た
い
な
い
運
動
で
ご
み
の

発
生
抑
制

②�

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の

分
別
収
集
を
実
施

③�

古
紙
回
収
活
動
の
活
性
化

④�

家
庭
系
ご
み
へ
の
有
料
制
導
入

を
検
討

⑤�

生
ご
み
・
剪
定
枝
の
資
源
化
を

促
進

⑥�

事
業
系
ご
み
有
料
指
定
袋
制
を

導
入

⑦�

事
業
系
ご
み
の
減
量
・
資
源
化

促
進
の
取
り
組
み
強
化

　

そ
し
て
、
こ
の
施
策
の
一
つ
で

あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

の
分
別
収
集
が
十
月
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
回
収
の
対
象
に
な
る
も

の
は
、
プ
ラ
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い

ま
す
。
分
別
収
集
の
協
力
の
お
願

い
が
あ
り
ま
し
た
。

自
治
会
長
市
政
研
修
会
を
開
催

森口・荒木まで

高山製菓株式会社
〒630-0101生駒市高山町6785

検索

0120-6666-11 FAX0570-068-068
★ネット販売もご利用ください 高山製菓

熱心に説明を受ける自治会長（アクアトムにて）
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各
地
区
の
主
な
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

北
地
区
（
六
月
二
十
六
日
開
催
）

北
地
区
の
道
路
の
現
状
及
び

今
後
の
具
体
的
計
画
は
？

清
滝
生
駒
道
路
（
国
道

一
六
三
号
バ
イ
パ
ス
）
に
つ

い
て
は
、
北
田
原
大
橋
か
ら
高
山

大
橋
の
区
間
（
第
一
工
区
）
は
、

地
権
者
と
の
基
本
的
な
話
し
合
い

は
ま
と
ま
り
、
今
後
、
地
元
で
の

話
し
合
い
や
説
明
会
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

高
山
大
橋
の
交
差
点
か
ら
東
の

区
間
（
第
二
工
区
）
は
、
第
一
工

区
が
完
了
し
た
後
、
平
成
二
十
八

年
以
降
の
事
業
化
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　

高
山
交
差
点
の
渋
滞
対
策
に
つ

い
て
は
、
交
差
点
改
良
を
先
行
し

て
行
い
、
詳
細
設
計
が
で
き
次
第

工
事
に
着
手
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

県
道
枚
方
大
和
郡
山
線
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
上
村
大
橋
か
ら
北

は
、
富
雄
川
の
護
岸
改
修
を
先
行

し
て
行
い
、
護
岸
改
修
終
了
後
、

道
路
を
整
備
し
て
い
く
と
い
う
手

順
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

供
用
開
始
時
期
は
、
高
山
交

差
点
の
改
良
に
あ
わ
せ
て
、
平
成

二
十
七
年
頃
を
目
途
に
、
事
業
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

西
地
区
（
六
月
二
十
一
日
開
催
）

災
害
弱
者
の
個
別
支
援
計
画

を
策
定
す
る
た
め
の
資
料
提

供
は
い
つ
頃
に
な
る
か
。

平
成
二
十
二
年
九
月
に
、
要

援
護
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン
全

体
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
自
分
で
避
難
で
き

な
い
方
、
家
族
の
助
け
も
得
ら
れ

な
い
方
に
つ
い
て
、
個
別
に
避
難

し
て
い
た
だ
く
プ
ラ
ン
の
作
成
に

取
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
い
く
つ
か
の
自

治
会
で
モ
デ
ル
地
区
と
な
っ
て
い

た
だ
き
、
モ
デ
ル
地
区
で
は
、
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
、
要
介
護
３

以
上
の
方
等
に
調
査
票
を
送
り
ま

す
。
受
け
取
ら
れ
た
方
は
、
自
分

ひ
と
り
で
避
難
で
き
る
か
を
判
断

し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
調

査
票
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

自
分
ひ
と
り
で
避
難
で
き
な
い

と
回
答
さ
れ
た
方
は
、
災
害
時
要

援
護
者
台
帳
に
登
録
さ
れ
、
支
援

関
係
者
（
自
治
会
、
自
主
防
災
会
、

民
生
委
員
等
）
へ
、
登
録
さ
れ
た

情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　

来
年
五
月
頃
に
は
、
モ
デ
ル
地

区
以
外
の
協
力
い
た
だ
け
る
自
治

会
に
も
同
様
の
調
査
を
し
、
秋
頃

に
は
、
情
報
提
供
が
で
き
る
見
込

み
で
す
。

中
地
区
（
七
月
二
十
四
日
開
催
）

老
人
憩
い
の
家
か
ら
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
間
の
道
路
舗
装
、
宝

山
寺
参
道
の
改
修
工
事
に
つ
い
て

今
後
の
予
定
は
？

老
人
憩
い
の
家
か
ら
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
間
の
道
路
舗
装
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
で
予
算
化
し
て

い
ま
す
の
で
、
十
月
頃
に
設
計
書

を
作
り
上
げ
、
十
一
月
に
発
注
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

宝
山
寺
参
道
の
改
修
工
事
に

つ
い
て
は
、
仲
之
町
、
門
前
町
を

合
わ
せ
て
、
参
道
郵
便
局
か
ら
宝

山
寺
の
手
前
ま
で
、
平
成
十
三
年

に
基
本
計
画
を
立
て
、
進
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
同
十
四
年

に
桜
の
木
の
伐
採
に
つ
い
て
、
約

千
七
百
名
の
反
対
要
望
書
が
出
さ

れ
仲
之
町
地
内
は
、
調
整
が
つ
か

ず
、
未
着
手
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
道
路
整
備
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
整
備
も
伴
う
た
め
、
桜
の
木

の
伐
採
な
し
に
は
行
う
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

桜
の
木
伐
採
も
了
解
の
上
、
仲

之
町
自
治
会
の
総
意
で
要
望
を
い

た
だ
い
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
来

年
度
に
、
ラ
イ
ン
フ
ラ
イ
ン
や
周
辺

の
調
査
が
で
き
る
よ
う
に
予
算
要

求
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
地
区
（
七
月
二
十
四
日
開
催
）

東
生
駒
（
市
道
大
谷
線
）
の

通
り
抜
け
を
規
制
で
き
な
い

か
？
阪
奈
道
路
辻
イ
ン
タ
ー
の
現

状
は
？規

制
に
つ
い
て
は
、
公
道
で

あ
る
以
上
、
奈
良
へ
行
く
車

は
通
る
な
と
い
う
こ
と
は
言
え
ま

せ
ん
し
、
規
制
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

辻
イ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
毎
年
、
郡
山
土
木
協
議
会
と

い
う
郡
山
土
木
事
務
所
管
内
の
市

町
村
と
同
事
務
所
職
員
が
集
ま

り
、
同
管
内
の
道
路
や
河
川
の
改

修
、
新
設
等
に
つ
い
て
協
議
す
る

場
が
あ
り
、
毎
年
、
生
駒
市
と
し

て
要
望
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
平
成
二
十
年
に
は
、
市
で

案
を
作
っ
て
、
奈
良
県
に
提
示
も

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
治
会
に
よ
っ
て

は
、
賛
成
と
反
対
の
立
場
が
あ
る

中
で
、
市
と
し
て
公
文
書
で
要
望

す
る
こ
と
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
県
で
計
画
と
し
て
認
め
ら

れ
、
地
元
説
明
の
要
請
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
調
整
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

南
地
区
（
六
月
十
一
日
開
催
）

南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

か
ら
南
の
歩
道
を
西
側
へ

拡
幅
す
る
予
定
で
あ
る
と
聞
い
て

い
る
が
、
早
期
実
現
を
要
望
し
た

い
。

こ
の
歩
道
は
、
国
道
で
あ

り
、
一
昨
年
度
か
ら
、
県
に

要
望
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
測
量
が
終
わ
り
、
設

計
図
も
で
き
上
が
っ
て
い
ま
す
。

勾
配
の
き
つ
い
と
こ
ろ
が
二
十
五

カ
所
ほ
ど
両
側
に
あ
る
の
で
、
今

年
度
は
、
所
有
者
の
方
に
協
力
を

お
願
い
し
、
了
解
を
い
た
だ
け
た

と
こ
ろ
か
ら
工
事
を
実
施
す
る
の

が
県
の
予
定
で
す
。

　

市
と
し
て
は
、
何
と
か
早
く
し

て
ほ
し
い
、
こ
こ
は
こ
う
し
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
は
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
バ
イ
パ
ス
に
つ

い
て
も
、
市
道
、
水
路
と
交
差
し

ま
す
の
で
、
完
成
し
た
と
き
に
交

通
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
よ
う
な

形
で
考
え
て
ほ
し
い
と
申
し
入
れ

を
し
て
い
ま
す
。

QQ

Q

Q

Q

A

A

AA

A

市
長
と
自
治
会
長
が
直
接
話
し
合
う

通産大臣認可　セレモニー事業協同組合

まごころ葬儀

生駒市本町６－１

(有)公 友 社

0743-75-444 4TEL

0742-47-4444
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

(有) 公友社 奈良営業所
奈良市秋篠町1180－43(押熊交差点南へすぐ）

☎

0743-75-3987

(有) 公友社 生駒営業所
生駒市桜ケ丘2－46(阪奈道路､辻町Ｉ．Ｃ大阪方面すぐ）

☎

0743-52-4444

(有) 公友社 大和郡山営業所
大和郡山市泉原町1－5

☎
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和洋庭園設計施工・外構工事

城　山　造　園
城山英章

〒630-0264　奈良県生駒市西菜畑町 1763
ＴＥＬ　０７４３－７４－２５２７

出張！お仏壇クリーニング
仏壇・仏具・仏像・位牌をお安くキレイに！

ご予算・ご希望に応じた洗浄・修復方法をご提案！

仏壇
仏具 （びこうどう）美光堂

生駒市小平尾町852-Ａ6 http://bikoudou.fine7.info/

0120-403-796

北
地
区
自
治
連
合
会
副
会
長
　
福
田
　
憲
洋

緑
ケ
丘
自
主
防
災
会
会
長
　
上
埜
　
作
治

平
成
二
十
三
年
度
北
地
区
防
災
訓
練
を

実
施
し
て

土
砂
災
害
防
災
訓
練
に
百
六
十
七
名
が
参
加

　

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
日

（
日
）
十
三
時
か
ら
十
五
時
に
、
生

駒
北
中
学
校
運
動
場
で
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。
天
候
は
小
雨
、

百
八
十
三
名
も
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
は
三
月
十
一
日

に
発
生
し
た
「
東
日
本
大
震
災
」

と
、
そ
れ
に
伴
う
「
福
島
第
一
原

発
放
射
能
漏
れ
事
故
」
に
は
じ

ま
っ
た
「
災
害
」
の
年
で
し
た
。

　

こ
の
大
震
災
を
受
け
、
北
地
区

自
治
連
合
会
で
は
、
当
初
年
度

計
画
に
な
か
っ
た
北
地
区
内
初
の

「
防
災
訓
練
」
を
行
い
、
突
然
襲
っ

て
く
る
自
然
災
害
に
対
応
す
る
に

は
、
ま
ず
住
民
自
身
が
「
防
災
意

識
」
を
持
つ
こ
と
が
必
要
と
考
え
、

十
一
月
に
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

目
的
と
し
て
、

「�

災
害
発
生
時
に
人
命
を
救
う
点

で
は
な
に
よ
り
有
効
で
あ
る
地

域
住
民
の
自
助
・
共
助
を
認
識

す
る
。」

「�

住
民
自
身
が
主
体
と
な
っ
て
行

動
し
、
実
用
的
な
応
急
復
旧
・

災
害
救
助
の
技
術
を
体
得･

習

熟
で
き
る
訓
練
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
自
主
防
災
会
や
自
治
会

を
中
心
と
し
た
地
域
住
民
の
連

携
を
深
め
る
。」

「�

迅
速
か
つ
適
切
な
災
害
対
策
活

動
。
が
行
え
る
よ
う
、
災
害
時

に
即
応
で
き
る
体
制
を
確
立
す

る
と
と
も
に
広
く
市
民
へ
の
防

災
に
関
す
る
理
解
と
協
力
を
深

め
る
。」

を
掲
げ
ま
し
た
。

　

反
省
点
は
、
訓
練
は
実
施
計
画

立
案
が
夏
頃
に
な
っ
た
た
め
、
自

衛
隊
他
教
育
委
員
会
等
と
の
調
整

が
難
し
く
、
当
初
予
定
し
て
い
た

訓
練
内
容
か
ら
大
き
く
縮
小
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、「
総
合
防
災
訓
練
」

も
視
野
に
入
れ
た
早
期
年
度
計
画

を
立
案
し
、
関
係
諸
機
関
の
全
面

協
力
を
得
ら
れ
る
防
災
訓
練
と
す

る
必
要
性
を
感
じ
た
訓
練
で
し
た
。

　

昨
年
十
一
月
二
十
七
日
に
実
施

し
た
訓
練
は
、「
連
日
の
大
雨
に

よ
り
、
緑
ケ
丘
・
西
菜
畑
地
区
に

お
い
て
、
ガ
ケ
崩
れ
、
土
砂
災
害

の
発
生
の
恐
れ
あ
り
」
と
の
想
定

で
行
い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
緑

ケ
丘
中
学
校
《
体
育
舘
内
》
に
設

置
さ
れ
た
生
駒
市
・
奈
良
県
の
災

害
対
策
本
部
か
ら
、
両
地
区
の
自

治
会
長
を
通
じ
、
地
区
住
民
に
対

し
避
難
勧
告
の
発
令
を
行
う
情
報

伝
達
訓
練
と
、
そ
れ
を
受
け
て
第

一
次
避
難
場
所
に
避
難
し
て
い
た

緑
ケ
丘
・
西
菜
畑
地
区
の
自

治
会
員
に
よ
る
総
合
避
難
場

所
で
あ
る
緑
ケ
丘
中
学
校
ま

で
の
避
難
誘
導
訓
練
を
行
っ

た
。

　

避
難
し
て
き
た
自
治
会
員

は
、
奈
良
県
砂
防
課
よ
り
土

砂
災
害
に
備
え
て
の
『
警
戒

避
難
計
画
』
に
つ
い
て
の
説

明
を
受
け
、
実
地
訓
練
は
終

了
し
た
。

　

引
き
続
き
、
参
加
者
は
非

常
食
の
ア
ル
フ
ア
米
と
緑
ケ

丘
自
主
防
災
会
の
給
食
・
給

水
班
が
炊
き
出
し
行
っ
た
ブ

タ
汁
を
試
食
し
、
す
べ
て
の

訓
練
は
終
了
し
た
。

　

広
範
囲
に
わ
た
る
災
害
の
際
に

は
、
生
駒
市
・
奈
良
県
に
よ
る
迅

速
な
援
助
《
公
助
》
は
、
受
け
る

こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
日
頃
か

ら
、
一
人
ひ
と
り
が
防
災
意
識
を

高
め
、
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
家
族

と
の
助
け
合
い
《
自
助
》
と
、
近

隣
同
士
の
助
け
合
い
《
共
助
》
に

つ
い
て
、
真
剣
に
考
え
、
備
え
る

こ
と
は
不
可
欠
で
す
。

　

自
分
た
ち
の
地
域
の
こ
と
は
、

自
助
、
共
助
で
守
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

自発的に実施した防災訓練

第一次避難所から緑中へ

避難誘導訓練
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く
じ
引
き
自
治
会
長
と
し
て
就

任
し
、
役
所
関
係
の
報
告
の
多
さ

と
行
事
の
多
さ
に
と
ま
ど
い
な
が

ら
、
何
と
か
活
動
を
軌
道
に
乗
せ

た
と
き
、
同
じ
班
の
三
世
帯
か
ら

退
会
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

退
会
事
由
を
い
ろ
い
ろ
と
聞
く

う
ち
に
、
自
治
会
が
潜
在
的
に
抱

え
て
い
る
問
題
が
、
い
っ
ぱ
い
あ

る
こ
と
を
認
識
し
ま
し
た
。

　

こ
の
一
年
間
の
任
期
中
に
や
る

こ
と
は
、
新
し
い
活
動
を
単
純
に

増
や
す
こ
と
で
は
な
く
、「
今
後

の
活
動
の
方
針
を
見
つ
め
直
す
こ

と
」
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
そ

の
手
段
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
過
去
に

あ
ま
り
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

故
か
反
響
は
大
き
く
、
八
割
の
世

帯
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
集
約
す

る
と
、

⑴�

く
じ
引
き
に
頼
ら
な
い
会
長
、

役
員
の
選
び
方
、
業
務
分
担

⑵�

「
高
齢
化
」
と
「
共
稼
ぎ
若
年

層
」
の
二
極
化
の
中
で
の
自
治

会
活
動
の
あ
り
方

に
関
わ
る
問
題
提
起
が
多
く
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
に
答
え
る
べ
く
、
現

在
、
具
体
的
な
「
改
革
案
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
、
会
長

を
中
心
と
す
る
役
員
陣
の
構
成
、

運
営
方
法
は
極
め
て
重
要
で
、
単

な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
域
を
超
え

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
会
社
中
心
の
生

活
で
、
地
域
の
こ
と
に
は
、
ま
っ

た
く
無
関
心
で
あ
っ
た
私
で
す

が
、
地
域
に
帰
り
、
地
域
の
た
め

に
、
知
恵
を
出
し
な
が
ら
、
何
と

か
変
え
て
い
く
決
意
で
す
。

　

こ
こ
一
年
新
し
い
活
動
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
次
へ
の
布

石
」
の
役
割
は
し
っ
か
り
と
果
た

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

南
喜
里
が
丘
自
治
会
会
長
　
花
田
　
勝
彦

会
社
人
間
か
ら
地
域
社
会
へ

　

国
道
1
6
8
号
線
の
近
鉄
東
生

駒
駅
か
ら
北
へ
、
阪
奈
道
路
ま
で

の
区
間
が
、
新
し
い
試
み
と
し
て

電
線
の
地
下
埋
設
が
行
わ
れ
、
電

柱
が
無
く
な
り
す
っ
き
り
と
し
た

状
態
と
な
っ
た
が
、
管
理
者
の
県

の
方
針
と
し
て
植
樹
は
一
切
し
な
い

と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
余
り
に
も

殺
風
景
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
、
隣
接
す
る
四
自
治
会
が
「
Ｒ

1
6
8
の
花
と
緑
を
考
え
る
会
」

を
立
ち
上
げ
協
議
に
入
っ
た
の
が

平
成
十
八
年
十
二
月
で
す
。

　

そ
の
後
、
定
期
的
に
検
討
を
重

ね
、「
高
木
、
低
木
、
花
壇
の
樹

種
、
歩
道
の
通
行
人
の
安
全
、
管

理
面
等
」
を
ま
と
め
て
、
県
へ
提

案
書
を
提
出
し
協
議
に
入
っ
た
。

　

県
、
市
と
地
元
関
係
者
と
の
協

議
の
結
果
が
、
高
木
の
植
樹
は
、

地
下
に
埋
設
し
た
電
線
に
与
え
る

影
響
等
で
不
可
と
さ
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
そ
の
代
替
案
と
し
て

彫
刻
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
と

い
っ
た
案
も
出
た
が
、
結
果
と
し

て
現
在
の
列
柱
を
設
置
す
る
こ
と

に
落
ち
着
い
た
。
い
ろ
い
ろ
な
見

方
も
あ
る
様
だ
が
、
予
算
の
範
囲

内
で
デ
ザ
イ
ン
化
も
考
え
に
入
れ
、

先
端
部
の
カ
ッ
ト
面
を
一
方
向
で

は
な
く
変
化
さ
せ
る
、
ま
た
、
色

調
も
考
え
今
の
形
に
落
ち
着
い
た
。

歩
行
者
を
車
か
ら
守
る
こ
と
も
考

え
に
入
れ
て
設
置
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
既
に
何
本
か
車
が
突
っ
込

ん
で
折
ら
れ
た
り
し
て
お
り
、
効

果
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

平
成
二
十
年
か
ら
は
、「
R

 
1

 
6
 

8
の
花
と
緑
を
育
て
る
会
」
に
改

称
、
花
壇
の
花
は
、
年
二
回
植
え

替
え
る
こ
と
に
し
て
、
四
自
治
会

が
区
域
を
分
担
し
て
除
草
、
水
や

り
等
の
世
話
を
す
る
こ
と
に
し
て

今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
県
、
市
の
助
成
を
受
け

な
が
ら
、
自
分
達
の
住
む
町
は
、

自
分
達
で
美
し
く
住
み
良
い
環
境

を
保
持
し
て
い
く
等
、
各
自
が
関

心
を
持
ち
協
力
し
て
く
だ
さ
る
こ

と
を
切
に
希
望
す
る
次
第
で
す
。

辻
町
第
一
東
自
治
会
会
長
　
田
口
　
利
彦

Ｒ
１
６
８
の
花
と
緑
を
育
て
る
会
の
取
り
組
み

歩こう会の後、盛り上がったビンゴゲーム大会

四自治会が力を合わせて育てる花壇
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学校法人エンゼル学園

生駒市南田原町7 8 9－ 5
●お申込み･お問い合せ （送迎バス有り）

エンゼル
幼 稚 園

幼児の健康と

情操を大切に

育てる……。

☎78-0386

徹底した衛生管理で「美味」をお届けします。

すし･弁当･幕の内･仕出し料理専門店

A  C  Sエー シー エス
＊受付時間＊

午前９時～午後７時45分

あづまケータリングサービス 年中無休 株式会社 東鮓

0743-75-3033（代）
生駒市辻町53番地北畑ビル1F

東生駒店 ●近鉄東生駒駅北へ500m

　

千
年
に
一
度
の
あ
の
忌

ま
わ
し
い
出
来
事
か
ら
も

う
す
ぐ
一
年
に
な
ろ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
様

な
大
災
害
に
遭
遇
し
た

時
、
ど
の
様
に
行
動
し
た

ら
良
い
の
か
、
昨
年
も
各

地
区
で
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
あ

く
ま
で
も
訓
練
で
あ
り
、
実
際
に

起
こ
っ
た
場
合
、
は
た
し
て
ど
う

対
応
出
来
る
の
か
、
一
抹
の
不
安

も
感
じ
得
ま
せ
ん
。　

　

そ
ん
な
時
注
目
さ
れ
た
の
が

“
絆
”
と
い
う
言
葉
で
し
た
。
家

族
と
の
絆
、
仲
間
と
の
絆
、
地

域
と
の
絆
な
ど
色
々
絆
は
あ
り
ま

す
が
、
い
ざ
と
い
う
時
一
番
頼
り

に
な
り
、
ま
た
、
且
つ
確
か
な
も

の
で
あ
る
の
が
、
こ
の
“
絆
”
で

あ
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
自
治
会
活
動
も
こ
の
絆
の
強

化
に
繋
が
る
活
動
を
念
頭
に
置

き
、
推
進
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。

編
集
委
員
長　

上
埜　

作
治

編
集
委
員　

相
田　

浄
司

大
野　

孝
夫

奥
森　
　

茂

城
山　

英
章

森
岡　

文
夫

九
　
月

　
　
六
日
　
第
三
回
常
任
理
事
会

　
一
六
～
　
中
地
区
自
治
連
合
会

　
一
七
日
　
視
察
研
修

　
二
六
日
　�

第
四
回
テ
ー
マ
別
部
会

　
　
　
　
　（
防
災
）

　
二
七
日
　
南
地
区
自
治
連
合
会

　
　
　
　
　
市
政
研
修
会

　
三
〇
日
　
東
地
区
自
治
連
合
会

　
　
　
　
　
市
政
研
修
会

一
〇
月

　
　
四
日
　
第
六
回
正
副
会
長
会
議

　
　
六
日
　
西
地
区
自
治
連
合
会

　
　
　
　
　
視
察
研
修

　
一
九
日
　
北
地
区
自
治
連
合
会

　
　
　
　
　
市
政
研
修
会

　
二
二
日
　
南
地
区
自
治
連
合
会

　
　
　
　
　
視
察
研
修

　
　
　
　
　�

東
地
区
地
域
実
働
防
災
訓

練
・
避
難
所
宿
泊
体
験
訓
練

　
二
五
日
　
奈
良
県
自
治
連
合
会

　
　
　
　
　
自
治
功
労
者
表
彰
式

　
二
六
日
　
中
地
区
自
治
連
合
会

　
　
　
　
　
市
政
研
修
会

十
一
月

　
　
一
日
　
第
四
回
常
任
理
事
会

　
　
九
日
　
西
地
区
自
治
連
合
会

　
　
　
　
　
市
政
研
修
会

　
一
一
～
　
東
地
区
自
治
連
合
会

　
一
二
日
　
視
察
研
修

　
一
三
～
　
北
地
区
自
治
連
合
会

　
一
四
日
　
視
察
研
修

　
一
七
～
　
奈
良
県
自
治
連
合
会

　
一
八
日
　
視
察
研
修

　
二
〇
日
　
北
地
区
地
域
実
働
防
災
訓
練

十
二
月

　
　
二
日
　
第
七
回
正
副
会
長
会
議

　
　
　
　
　
奈
良
県
自
治
連
合
会
研
修
会

　
　
七
日
　
第
五
回
テ
ー
マ
別
部
会

　
　
　
　
　（
防
災
）　

　
一
五
日
　
第
四
回
編
集
委
員
会

一
　
月

　
一
三
日
　
第
五
回
常
任
理
事
会

　
　
　
　
　
第
二
回
理
事
会

　
一
六
日
　
第
五
回
編
集
委
員
会

　
一
八
日
　
第
六
回
テ
ー
マ
別
部
会

　
　
　
　
　（
防
災
）

　
二
五
日
　
第
二
回
全
体
集
会

二
　
月

　
　
六
日
　
第
八
回
正
副
会
長
会
議

　
　
九
日
　
第
六
回
編
集
委
員
会

　
一
三
日
　
第
七
回
テ
ー
マ
別
部
会

　
　
　
　
　（
防
災
）

日
　
　
誌

　

平
成
二
十
三
年
度
の
自
治
会
役

員
研
修
会
を
防
災
市
民
セ
ミ
ナ
ー

と
し
て
、
昨
年
八
月
二
十
七
日
、

中
央
公
民
館
に
お
い
て
生
駒
市
と

共
催
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
は
、
第
一
部
と

し
て
、「
東
日
本
大
震
災
を
受
け

て
～
生
駒
市
の
被
災
地
支
援
と
自

治
連
合
会
の
取
組
み
～
」
の
事
例

発
表
を
、
第
二
部
と
し
て
、
防
災

シ
ス
テ
ム
研
究
所
長
の
山
村
武
彦

氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
生
駒

市
民
の
防
災
対
策
」
に
つ
い
て
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
度
奈
良
県
自
治

連
合
会
自
治
功
労
者
表
彰
式
が
、

昨
年
十
月
二
十
五
日
に
奈
良
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
式
は
、
住
民
自
治
組

織
の
役
員

と
し
て
、

地
域
住
民

の
福
祉
向

上
に
貢
献

し
、
行
政

の
円
滑
な

る
推
進
に

協
力
さ
れ

　

山
村
氏
に
は
、
東
日
本
大
震
災

で
の
実
例
を
交
え
な
が
ら
ご
講
演

い
た
だ
き
、
約
四
百
人
が
熱
心
に

拝
聴
し
ま
し
た
。

た
方
々
を
た
た
え
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
前
東
新
町
自
治
会
の

中
本
一
郎
会
長
と
西
旭
ヶ
丘
自
治

会
の
西
森
義
光
会
長
が
知
事
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

編集後記編集後記編集後記編集後記


